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ホーム ＞ 市民レポーター ＞ 市立第三小学校が創立５０周年を迎えました

市立第三小学校が創立５０周年を迎えました

本校は、東久留米３番目の小学校として１
９６２年（昭和３７年）に開設されました

教員数１９名、生徒数６１４人でのスタ－ト
でした

２月１４日本校体育館で、創立５０周年記
念式典が、市長、教育委員会委員長、市
会議長、市会議員、歴代校長、教職員を
はじめ本校の発展に尽くされた多くの来
賓の参加を得て、盛大に行われました

その模様のレポ－トです

市民レポ－タ－ 球歩

人それぞれが素晴らしい、争い合
うのでなく、助け合うなかで得た友
人は、困ったときに、必ず助けてく
れる・・と、稲垣校長

時は変わり、人は変わっても、本
校のその伝統は続く・・地域になく
てはならない学校を！地域になく
てはならない人材を輩出できる学
校に！そう誓われました

１９６２年創立当時の校門のプレ－
トには「北多摩郡東久留米町」とあ
ります

５０年をつなぐ”絆”です、そしてこ
れからも

式典では、本校の特色である読書
活動と学校図書館活性の推進を
通じて、読解力や表現力の育成と
ともに、心豊かな児童の育成に努
めてきた、「成果」が随所にみられ
ました

来賓のあいさつ：馬場市長 井上教育委員会委員長 篠宮市議会議長

式典の模様です

生徒は５年生６年生が代表として
参加しています

金管バンドによる地域連携は、２
年前に「東京都教育委員会表彰」
を受賞しました

いまでは、地域の「顔」です

琴クラブの皆さんは、指導をされた
先生とともに、式典の中で優雅で
明るいム－ドをつくってくれました

代表として参加した、５．６年生全
員により、創立５０年を迎えた「喜
びの言葉」が述べられます

昭和４３年から４７年までは、全校
生徒数が１，０００人を超えていま
した

生徒数は、増加し続けますが、第
八小・小山小ができたため１，０００
人を切り、現在は５８０人となって
います

開校当時は、木造だったんですね

これらの「３小かるた」は、去年の６
年生の作品です

本校学校区域には、黒目川も落合
川も流れています

落合川での実習学習が特に印象
深かったようです

東久留米の自然は、みんなの誇り
です

鉄筋校舎への増築工事中は、運
動場にプレハブ校舎が、ビッシリ建
ち、先輩たちはそこで勉強しました

運動会は、ほかの小学校で行った
そうです

今後、１０年..２０年そして１００年ま
でも、３小の歴史が続くことが皆ん
なの期待です

一人ひとり、そうした思いを一つに
語り発表しました

感動的なシ－ンが続きました

今度は、全員、歌で表現します

みんなの絆ソング”小さな勇気”の
合唱が、始りました

（運動場のフェンスには、生徒の５
０周年を祝う沢山の作品が貼られ
ています）

♪流れるときの中で 積み重ねて
きたもの 壊してしまうのは とても
簡単だけど

（この記念のお祝いに皆んなが参
加しています）

♪少しの我慢が 人を笑顔に変え
られる それを知っていることが
僕らの誇りなんだ

（みんなの目の先は、指揮者の鈴
木先生です）

♪分け合い つなぎ合い 感じて
動く そんな毎日が 新しい明日を
つれてくるから

（しずかに、高らかに・・ハ－モニ－
が体育館に響きます）

♪この胸の中 今は小さな勇気だ
けど いつか誰かを支えるために
強くなってみせる

♪目に見えないからこそ 大切に
してきたもの 傷つけてしまうのは
ほんの一瞬だけど

♪少しの優しさが 人を笑顔に変
えられる それを伝えていくことが
僕らの役目なんだ

♪届けて 受け止めて 思いを寄
せあう そんな毎日が 新しい明日
をつれてくるから

♪この胸のなか 今は小さな勇気
だけど いつか誰かを愛せるように
強くなってみせる

♪この胸の中 今は小さな勇気だ
けど いつか誰かを守れるように
強くなってみせる

そして僕らを守ってくれる勇気に
今有難う♪

「小さな勇気」作詞・作曲 栂野知
子

校歌斉唱は、来賓の方々も一緒に

「この学びやは幸多く 若い命はの
びやかに」と結ばれました

１９７０年に東久留米は日本で一
番人口の多い町から、東京都で２
２番目の市になりました

その頃の航空写真です

現在の、航空写真 改めて５０周年おめでとうございま
す

（写真は、クリックすると大きくなり
ます）

掲載の写真は、関係者の了解を頂
いております
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